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体
験
、
煙
中
体
験
、
放
水
体
験
、
水
消
火

器
を
使
用
し
た
初
期
消
火
訓
練
、
心
肺
蘇

生
法
訓
練
、
非
常
食
炊
き
出
し
訓
練
を
各

ブ
ー
ス
に
分
か
れ
て
行
い
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
主
体
と
な
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
訓
練
に
あ
わ
せ
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
各
地
域
に
お
け
る
防
災
対

策
や
住
民
意
識
の
調
査
を
行
い
、『
災
害
時

の
安
全
対
策
委
員
会
』
で
検
証
し
、
今
後

の
取
り
組
み
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

  

小
学
生
対
象
に
防
災
意
識
の
高
揚

  

〜
地
域
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
訓
練
〜

毎
年
３
校
ず
つ
、
市
内
小
学
校
を
会
場
と

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
訓
練
は
、
小
学
生
の
保
護
者
も
一

緒
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
日
曜
参
観
日
の

後
に
開
催
し
、
各
校
約
１
３
０
０
～
１
５

０
０
人
の
参
加
者
数
と
な
っ
て
お
り
、
今

年
度
は
、
６
月
に
天
美
西
小
学
校
、
松
原

北
小
学
校
で
、
９
月
に
中
央
小
学
校
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
訓
練
内
容
は
、
教
室
か
ら
運
動
場
へ
の

避
難
訓
練
や
、
地
震
体
験
車
に
よ
る
震
度

　
地
域
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
訓
練
と
は
、セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ『
災

害
時
の
安
全
対
策
委
員
会
』
で
の
取
り
組

み
の
一
環
で
、
小
学
生
の
う
ち
か
ら
防
災

に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
内
の
町
会
連
合
会
、
教
育

委
員
会
、
小
学
校
、
消
防
団
、
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
連
合
会
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
が

連
携
を
と
り
、
協
力
し
合
っ
て
地
域
ぐ
る

み
の
防
災
訓
練
と
し
て
平
成
24
年
度
か
ら

▲煙中体験

▲初期消火訓練

地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　
市
内
で
は
、
自
主
防
災
組
織
が
20
団
体

結
成
さ
れ
て
お
り
、
地
域
が
主
体
と
な
っ

た
防
災
訓
練
を
各
地
区
で
活
発
に
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　
お
住
ま
い
の
地
区
で
行
わ
れ
る
訓
練
に

は
、
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　
危
機
管
理
課

タオル運動および両隣声かけ運動を
ご存じですか？

　セーフコミュニティ『災害時の安全対策委員会』では、阪神・淡路大震
災や東日本大震災などを教訓として、高齢者など災害弱者の逃げ遅れに
よる被害を防ぐため、迅速な安否確認作業を行う、「タオル運動」と「両隣
声かけ運動」を推進しています。

タオル運動とは
　
　災害時には、この家には救助を必
要とする者はいないということを示
すために、玄関や門扉など外から一
目でわかるところにタオルをくくり
つける運動です。右写真のように、
タオルをくくりつける、挟み込むな
どしてください。

両隣声掛け運動とは
　避難する際に、自宅の両隣にも、『無事ですか？一緒に避難しません
か？』と声をかける運動です。無事が確認できれば、タオルをくくりつけ
て、この家は無事である意思表示をしてあげてください。非常時持ち出
し袋にはタオルを3本ご用意ください（無事が確認できたら両隣の家にも
くくりつけてください）。

▲タオル運動
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